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〇
監

査

公

表

目

次

監
査
委
員
公
表
第
６
８
０
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
２
４
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
請

求
の
あ
っ
た
住
民
監
査
請
求
（
以
下
「
本
件
請
求
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
同
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り

監
査
し
た
結
果
を
令
和
４
年
２
月
７
日
付
け
で
請
求
人
に
通
知
し
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

令
和
４
年
２
月
８
日

大
分
県
監
査
委
員

長
谷
尾

雅
通

大
分
県
監
査
委
員

長
野

恭
子

大
分
県
監
査
委
員

井
上

明
夫

大
分
県
監
査
委
員

藤
田

正
道

第
１
本
件
請
求
に
つ
い
て
の
判
断

本
件
請
求
を
棄
却
す
る
。

第
２
請
求
に
関
す
る
事
項

１
請
求
人
の
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
氏
名
又
は
法
人
等
の
名
称

大
分
市
中
島
西
２
丁
目
６
番
１
０
号
特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
お
い
た
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

理
事
長
永
井
敬
三

２
請
求
が
あ
っ
た
日

本
件
請
求
が
あ
っ
た
日
は
、
令
和
３
年
１
２
月
８
日
で
あ
る
。

３
請
求
の
要
旨

本
件
請
求
に
係
る
請
求
人
の
主
張
事
実
及
び
措
置
要
求
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
個
人

名
、
補
正
書
に
よ
る
補
正
内
容
及
び
見
出
し
番
号
を
除
き
、
ほ
ぼ
原
文
の
ま
ま
掲
載
。
事
実
証
明
書
は

省
略
）
。

⑴
請
求
の
趣
旨

①
大
分
県
教
育
委
員
会
の
教
員
不
正
採
用
事
件

以
下
は
、
平
成
２
０
年
度
大
分
県
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
試
験
（
以
下
「
平
成
２
０
年
度
試
験
」

と
い
う
。
）
に
か
か
る
不
正
行
為
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
１
８
年
度
実
施
の
平
成
１
９
年
度
大
分
県
公

立
学
校
教
員
採
用
選
考
試
験
に
か
か
る
不
正
行
為
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

平
成
１
９
年
度
実
施
の
平
成
２
０
年
度
試
験
で
は
、
Ａ
教
育
審
議
監
（
当
時
。
以
下
「
Ａ
」
と
い

う
。
）
は
、
４
０
～
５
０
人
の
者
か
ら
受
験
者
の
名
前
を
書
い
た
メ
モ
を
渡
さ
れ
る
な
ど
の
方
法
で
便

宜
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
依
頼
（
い
わ
ゆ
る
口
利
き
）
を
受
け
た
。
同
人
は
依
頼
し
て
き
た

相
手
方
や
依
頼
の
内
容
を
勘
案
し
て
合
格
さ
せ
る
べ
き
特
定
の
受
験
者
を
選
定
し
た
。

ま
た
、
Ｂ
義
務
教
育
課
人
事
班
課
長
補
佐
（
当
時
。
故
人
、
以
下
「
Ｂ
」
と
い
う
。
）
に
受
験

者
の
名
前
を
書
い
た
メ
モ
を
「
頼
む
よ
」
と
言
っ
て
渡
し
た
り
、
「
試
験
結
果
一
覧
表
」
の
特
定

の
受
験
者
に
印
を
つ
け
て
渡
す
な
ど
し
て
「
試
験
結
果
一
覧
表
」
を
改
竄
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

Ｂ
は
、
Ａ
か
ら
前
記
の
よ
う
な
指
示
を
受
け
た
後
、
Ｃ
義
務
教
育
課
人
事
班
副
主
幹
（
当
時
。

以
下
「
Ｃ
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
「
試
験
成
績
一
覧
表
」
を
も
と
に
Ａ
か
ら
指
示
を
受
け
た
受

験
者
が
合
格
ラ
イ
ン
に
達
し
て
い
な
い
と
き
は
、
指
示
し
て
点
数
操
作
を
行
わ
せ
、
合
格
ラ
イ
ン

に
入
る
よ
う
「
試
験
成
績
一
覧
表
」
を
改
竄
さ
せ
た
。
（
資
料
１
「
求
償
権
に
係
る
検
討
結
果
報

告
書
」
６
頁
）

②
教
員
採
用
取
消
処
分
取
消
等
請
求
事
件

平
成
２
０
年
度
試
験
に
お
い
て
、
点
数
の
改
竄
に
よ
っ
て
合
格
し
た
者
は
２
１
名
で
あ
る
。
（
資
料

２
「
調
査
結
果
報
告
平
成
２
０
年
８
月
２
９
日
大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
９
頁
）

ま
た
、
こ
れ
ら
の
う
ち
辞
職
は
１
５
名
、
採
用
取
り
消
し
は
６
名
で
あ
っ
た
。
（
資
料
３

２
０
０
８

年
９
月
８
日
付
大
分
合
同
新
聞
朝
刊
）

採
用
を
取
り
消
さ
れ
た
６
名
の
う
ち
、
２
名
が
採
用
取
消
処
分
取
消
等
請
求
訴
訟
を
提
起
し

た
。

ア
教
員
採
用
取
消
処
分
取
消
等
請
求
事
件
（
原
告
Ｄ
）

当
時
、
元
原
告
Ｄ
が
参
加
し
て
い
た
勉
強
会
の
主
宰
者
で
あ
る
Ｅ
大
分
大
学
教
授
（
当
時
）

（
以
下
「
Ｅ
」
と
い
う
。
）
が
、
平
成
２
０
年
度
教
員
採
用
試
験
を
受
験
す
る
予
定
の
同
勉
強
会

参
加
者
名
を
記
載
し
た
リ
ス
ト
を
、
Ａ
の
執
務
室
に
持
参
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

令

和

四

年

（ 火 曜 日 ）

号

外

四

二

月

八

日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
佐
伯
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）

令
和
四
年
二
月
八
日

一



る
。当
時
、
大
分
地
方
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
た
同
事
件
の
証
拠
調
べ
に
お
い
て
、
Ｅ
の
証
言
で

明
ら
か
に
な
り
、
同
裁
判
所
は
Ｅ
の
口
利
き
が
点
数
改
竄
の
原
因
に
な
っ
た
と
認
定
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
分
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
県
教
委
」
と
い
う
。
）
は
、
違
法
な
採
用
処
分

に
関
わ
っ
た
と
し
て
、
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
し
、
損
害
賠
償
金
及
び
遅
延
損
害
金
な
ど
連
帯
し
て

４
６
１
万
３
，１
５
０
円
（
資
料
４
～
５
）
の
支
払
い
を
求
め
る
国
家
賠
償
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
１
２
５

号
。
以
下
「
国
賠
法
」
と
い
う
。
）
上
の
求
償
権
行
使
を
決
め
た
が
、
Ｅ
に
は
求
償
し
な
か
っ

た
。し
か
し
な
が
ら
、
Ｅ
の
口
利
き
が
存
在
し
た
か
ら
こ
そ
、
違
法
な
採
用
処
分
が
生
起
し
た
の

で
あ
る
か
ら
、
Ｅ
に
は
、
民
法
上
の
共
同
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
平
等
原
則
の
観
点
か
ら
も
、
Ａ
及
び
Ｃ
の
２
名
の
み
な
ら
ず
Ｅ
に
対
し
て

も
、
連
帯
し
て
４
６
１
万
３
，１
５
０
円
の
支
払
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

イ
教
員
採
用
取
消
処
分
取
消
等
請
求
事
件
（
原
告
Ｆ
）

教
員
採
用
取
消
処
分
取
消
等
請
求
事
件
（
原
告
Ｆ
）
に
お
い
て
は
、
「
違
法
な
採
用
取
消

処
分
」
と
判
示
さ
れ
、
「
県
教
委
は
、
具
体
的
な
調
査
・
検
討
を
す
る
こ
と
な
く
本
件
取
消
処

分
を
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
職
務
上
通
常
尽
く
す
べ
き
注
意
義
務
を
尽
く
す
こ
と
な
く
漫
然

と
本
件
取
消
処
分
を
し
た
」
と
さ
れ
た
も
の
で
、
本
件
違
法
な
採
用
取
消
処
分
に
関
わ
っ
た
者

の
故
意
・
重
過
失
は
な
い
も
の
と
し
て
、
県
教
委
と
し
て
は
、
求
償
権
を
行
使
し
な
い
、
と
決

め
た
。
（
資
料
６
「
教
員
採
用
取
消
訴
訟
に
係
る
求
償
に
つ
い
て
」
令
和
２
年
８
月
２
８
日
、

令
和
２
年
度
第
１
０
回
教
育
委
員
会
会
議
資
料
）

し
か
し
、
原
告
・
被
告
双
方
と
も
、
同
事
件
に
係
る
口
利
き
等
の
不
正
に
つ
い
て
は
、
ま
っ

た
く
主
張
・
立
証
を
し
な
か
っ
た
。

結
果
と
し
て
、
採
用
取
消
処
分
は
違
法
で
あ
る
と
判
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
裁
判
所
の
判

断
は
、
当
事
者
間
の
主
張
・
立
証
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
双
方
の
主
張
・
立
証

が
不
十
分
な
場
合
は
、
そ
れ
な
り
の
判
決
に
留
ま
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

だ
れ
が
不
正
な
口
利
き
を
し
た
か
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
判
決
は
確
定
し
た
の
で
あ

る
が
、
県
教
委
が
前
途
あ
る
若
者
の
将
来
を
決
定
す
る
の
に
、
「
具
体
的
な
調
査
・
検
討
を
す

る
こ
と
な
く
本
件
取
消
処
分
を
し
た
」
は
ず
は
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

口
利
き
の
有
無
は
別
と
し
て
も
、
点
数
改
竄
の
指
示
及
び
そ
の
実
行
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

不
正
採
用
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
前
項
ア
と
同
様
に
、
少
な
く
と
も
Ａ
及
び
Ｃ
ら
２
名
の
関
与
は
否
定
で
き
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
損
害
賠
償
金
及
び
遅
延
損
害
金
な
ど
元
原
告
に
支
払
わ
れ
た
合
計
３
９
５
万

６
，２
７
７
円
（
資
料
７
～
８
）
に
つ
い
て
も
、
同
人
ら
に
求
償
す
べ
き
で
あ
る
。

③
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
貴
職
に
対
し
て
以
下
の
ア
～
エ
の
確
認
及
び
勧
告
等
を
講
ず
る
よ
う
請

求
す
る
。

ア
大
分
県
知
事
広
瀬
勝
貞
は
、
Ｅ
に
対
し
て
４
６
１
万
３
，１
５
０
円
の
求
償
権
を
有
す
る
と
こ
ろ
、
当

該
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
の
違
法
か
つ
不
当
が
存
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

イ
大
分
県
知
事
広
瀬
勝
貞
に
対
し
て
、
前
項
ア
の
違
法
か
つ
不
当
の
存
在
を
是
正
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
。

ウ
大
分
県
知
事
広
瀬
勝
貞
は
、
Ａ
及
び
Ｃ
、
そ
の
他
不
正
な
口
利
き
に
関
与
し
た
者
に
対
し
て

３
９
５
万
６
，２
７
７
円
の
求
償
権
を
有
す
る
と
こ
ろ
、
当
該
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
の
違
法
か
つ

不
当
が
存
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

エ
大
分
県
知
事
広
瀬
勝
貞
に
対
し
て
、
前
項
ウ
の
違
法
か
つ
不
当
の
存
在
を
是
正
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
。

⑵
付
記

①
法
第
２
４
２
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
陳
述
の
機
会
を
付
与
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

②
法
同
条
第
８
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
職
員
等
の
聴
取
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
、
請
求
人
の
立

会
い
認
め
る
よ
う
求
め
る
。

⑶
事
実
証
明
書

資
料
１

求
償
権
に
係
る
検
討
結
果
報
告
書

（
平
成
２
３
年
７
月
２
６
日
、
求
償
権
に
係
る
専
門
家
委
員
会
）

資
料
２

調
査
結
果
報
告
書

（
平
成
２
０
年
８
月
２
９
日
大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
行
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
）

資
料
３

大
分
合
同
新
聞
（
２
０
８
年
９
月
８
日
付
朝
刊
）

資
料
４

支
出
負
担
行
為
決
議
書
（
平
成
３
０
年
８
月
３
日
）

資
料
５

支
出
負
担
行
為
決
議
書
（
令
和
元
年
６
月
２
８
日
）

資
料
６

教
員
採
用
取
消
訴
訟
に
係
る
求
償
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
８
月
２
８
日
、
令
和
２
年
度
第
１
０
回
教
育
委
員
会
会
議
資
料
）

資
料
７

支
出
負
担
行
為
決
議
書
（
平
成
３
０
年
８
月
２
３
日
）

資
料
８

支
出
負
担
行
為
決
議
書
（
平
成
３
０
年
８
月
３
日
）

⑷
個
別
外
部
監
査

法
第
２
５
２
条
の
４
３
及
び
「
大
分
県
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
関
す
る
条
例
」
（
平
成
１
１

年
３
月
１
６
日
、
大
分
県
条
例
第
１
号
）
第
３
条
第
５
項
に
よ
り
、
監
査
委
員
に
よ
る
監
査
に
代
え

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）

令
和
四
年
二
月
八
日

二



て
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
よ
る
こ
と
を
求
め
る
。

＜
理
由
＞

教
育
行
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
及
び
求
償
権
に
係
る
専
門
家
委
員
会
等
に
よ
り
、
検
討

並
び
に
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
報
告
書
か
ら
は
不
正
な
口
利
き
の
実
態
は
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

だ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
不
正
な
口
利
き
を
行
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
教
育
行
政
改

革
は
遂
行
し
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
不
正
の
実
態
解
明
の
た
め
の
調
査
は
、
法
律
の
専
門
家
で
な
け
れ
ば
対
応
が

困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
監
査
委
員
に
よ
る
監
査
に
代
え
て
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く

監
査
に
よ
る
こ
と
を
求
め
る
。

４
事
実
証
明
書
に
係
る
事
項

令
和
３
年
１
２
月
８
日
に
以
下
の
事
実
証
明
書
が
提
出
さ
れ
た
。

資
料
１

求
償
権
に
係
る
検
討
結
果
報
告
書

（
平
成
２
３
年
７
月
２
６
日
求
償
権
に
係
る
専
門
家
委
員
会
）

資
料
２

調
査
結
果
報
告
書

（
平
成
２
０
年
８
月
２
９
日
大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
行
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
）

資
料
３

大
分
合
同
新
聞
（
２
０
０
８
年
９
月
８
日
付
朝
刊
）

資
料
４

支
出
負
担
行
為
決
議
書
（
平
成
３
０
年
８
月
３
日
）

資
料
５

支
出
負
担
行
為
決
議
書
（
令
和
元
年
６
月
２
８
日
）

資
料
６

教
員
採
用
取
消
訴
訟
に
係
る
求
償
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
８
月
２
８
日
、
令
和
２
年
度
第
１
０
回
教
育
委
員
会
会
議
資
料
）

資
料
７

支
出
負
担
行
為
決
議
書
（
平
成
３
０
年
８
月
２
３
日
）

資
料
８

支
出
負
担
行
為
決
議
書
（
平
成
３
０
年
８
月
３
日
）

令
和
３
年
１
２
月
２
７
日
に
以
下
の
事
実
証
明
書
が
追
加
で
提
出
さ
れ
た
。

資
料
９

２
０
２
０
年
９
月
４
日
付
け
大
分
県
知
事
・
大
分
県
教
育
委
員
会
委
員
長
宛
て
の
「
教
員
採

用
取
消
訴
訟
に
係
る
求
償
権
行
使
に
つ
い
て
（
申
入
書
）
」
の
文
書

資
料
１
０

２
０
２
０
年
９
月
１
１
日
付
け
県
政
担
当
記
者
・
県
教
委
担
当
記
者
宛
て
の
「
教
員
採
用
取
消

訴
訟
に
係
る
求
償
権
行
使
に
つ
い
て
県
教
委
・
知
事
へ
の
申
入
書
に
回
答
が
あ
り
ま
し

た
」
の
文
書

資
料
１
１

２
０
２
１
年
１
２
月
９
日
付
け
の
大
分
合
同
新
聞
記
事
（
「
賠
償
負
担
お
か
し
い
」
オ
ン
ブ
ズ

住
民
監
査
請
求
）

資
料
１
２

平
成
２
１
年
（
行
ウ
）
第
４
号
教
員
採
用
決
定
取
消
処
分
取
消
等
請
求
事
件
の
平
成
２
８

年
１
月
１
４
日
付
け
の
大
分
地
裁
判
決
文

資
料
１
３

平
成
２
１
年
（
行
ウ
）
第
３
号
教
員
採
用
決
定
取
消
処
分
取
消
請
求
事
件
・
国
家
賠
償

請
求
事
件
の
平
成
２
７
年
２
月
２
３
日
付
け
の
大
分
地
裁
判
決
文
等

５
要
件
審
査
に
関
す
る
事
項

本
件
請
求
は
、
令
和
３
年
１
２
月
８
日
付
け
で
受
け
付
け
た
が
、
法
定
要
件
を
欠
い
て
い
た
の
で
、
同

月
１
４
日
付
け
で
補
正
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
同
月
１
６
日
に
補
正
書
が
提
出
さ
れ
た
。

令
和
３
年
１
２
月
２
１
日
に
要
件
審
査
を
行
い
、
法
２
４
２
条
所
定
の
要
件
を
具
備
し
て
い
る
も
の
と
認

め
、
監
査
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

な
お
、
補
正
に
要
し
た
期
間
（
令
和
３
年
１
２
月
１
４
日
及
び
同
月
１
５
日
の
２
日
間
）
は
、
監
査
及
び
勧

告
の
制
限
日
数
に
は
含
め
な
い
こ
と
と
し
た
。

６
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
付
さ
な
い
理
由

請
求
人
は
、
本
件
請
求
に
つ
い
て
、
法
２
５
２
条
の
４
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
個
別
外
部
監
査
契
約

に
基
づ
く
監
査
に
よ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

し
か
し
、
請
求
の
内
容
が
求
償
権
の
行
使
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
妥
当
性
等
に
つ
い
て
判
断

を
行
う
に
当
た
り
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
外
部
の
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
に
よ
る
監
査
が

特
に
必
要
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
付
さ
な
い
こ
と
が

相
当
と
判
断
し
た
。

第
３
判
断
の
理
由

１
監
査
の
実
施
に
関
す
る
事
項

⑴
監
査
対
象
事
項

以
下
の
①
か
ら
④
ま
で
の
支
出
に
関
す
る
求
償
権
の
う
ち
、
①
及
び
②
に
つ
い
て
は
Ｅ
に
対
す
る

求
償
権
を
、
③
及
び
④
に
つ
い
て
は
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
す
る
求
償
権
を
監
査
対
象
事
項
と
し
た
。

①
平
成
３
０
年
８
月
３
日
起
票
支
出
負
担
行
為
決
議
書
決
議
番
号
０
０
２
６
９
金
額
４
，０
０
０
，０
０
０
円

支
払
内
容
教
員
採
用
取
消
処
分
取
消
訴
訟
事
件
に
係
る
損
害
賠
償
金

②
令
和
元
年
６
月
２
８
日
起
票
支
出
負
担
行
為
決
議
書
決
議
番
号
０
０
２
０
５
金
額
６
１
３
，１
５
０
円

支
払
内
容
平
成
３
０
年
（
ワ
）
第
４
２
０
号
遅
延
利
息
請
求
事
件
に
係
る
損
害
賠
償
金

③
平
成
３
０
年
８
月
２
３
日
起
票
支
出
負
担
行
為
決
議
書
決
議
番
号
０
０
３
１
６
金
額
３
，４
６
２
，５
４
３
円

支
払
内
容
教
員
採
用
決
定
取
消
処
分
後
の
給
与
の
未
払
分
に
係
る
遅
延
損
害
金

④
平
成
３
０
年
８
月
３
日
起
票
支
出
負
担
行
為
決
議
書
決
議
番
号
０
０
２
７
０
金
額
４
９
３
，７
３
４
円

支
払
内
容
教
員
採
用
取
消
処
分
取
消
訴
訟
事
件
に
係
る
損
害
賠
償
金

⑵
監
査
対
象
機
関

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）
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監
査
対
象
部
局
を
大
分
県
教
育
庁
と
し
、
監
査
対
象
箇
所
を
同
庁
教
育
改
革
・
企
画
課
及
び
教
育

人
事
課
と
し
た
。

⑶
請
求
人
の
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述

法
２
４
２
条
７
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
請
求
人
に
対
し
て
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述
の
機
会
を
与
え
た

と
こ
ろ
、
令
和
３
年
１
２
月
２
７
日
に
、
追
加
の
証
拠
の
提
出
及
び
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
内
容
の
陳
述

を
し
た
。

な
お
、
同
条
８
項
の
規
定
に
よ
り
、
請
求
人
の
陳
述
に
関
係
職
員
等
が
立
ち
会
う
こ
と
を
認
め

た
。

①
小
学
校
教
諭
Ｄ
元
原
告
の
採
用
取
消
事
件
が
起
き
た
の
は
、
Ｅ
の
不
正
な
口
利
き
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
で
あ
り
、
Ｅ
に
は
、
民
法
上
の
共
同
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
が
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
っ
た
。

②
県
教
委
は
、
Ｅ
に
も
求
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
す
で
に
Ａ
及
び
Ｃ
ら
に
求
償
し
、

Ｃ
が
全
額
納
付
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

③
求
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
相
手
方
に
求
償
し
な
け
れ
ば
、
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
の
違

法
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
求
償
す
べ
き
Ｅ
に
求
償
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
極
め
て

不
当
で
あ
り
、
裁
量
権
の
逸
脱
・
濫
用
の
違
法
が
あ
る
。

④
県
教
委
は
、
既
に
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
し
て
求
償
し
、
Ｃ
が
全
額
納
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該

求
償
決
定
処
分
の
取
消
決
定
を
し
、
そ
の
上
で
、
改
め
て
、
Ａ
及
び
Ｃ
に
Ｅ
を
加
え
た
３
名
に
対

し
て
求
償
を
す
べ
き
で
あ
る
。

⑤
監
査
委
員
の
皆
様
に
は
、
そ
の
よ
う
に
勧
告
を
出
す
こ
と
を
求
め
る
。

⑥
中
学
校
教
諭
Ｆ
元
原
告
の
事
件
に
係
る
求
償
権
行
使
の
違
法
に
つ
い
て
は
、
国
賠
法
上
の
違
法

事
由
が
「
違
法
な
採
用
取
消
処
分
」
と
判
示
さ
れ
、
「
県
教
委
は
、
具
体
的
な
調
査
・
検
討
を
す

る
こ
と
な
く
本
件
取
消
処
分
を
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
職
務
上
通
常
尽
く
す
べ
き
注
意
義
務
を

尽
く
す
こ
と
な
く
漫
然
と
本
件
取
消
処
分
を
し
た
」
と
さ
れ
た
も
の
で
、
本
件
違
法
な
採
用
取
消

処
分
に
関
わ
っ
た
者
の
故
意
・
重
過
失
は
な
い
た
め
、
求
償
し
な
い
。
こ
れ
が
求
償
し
な
い
県
教

委
と
し
て
の
理
由
付
け
で
あ
る
。

⑦
し
か
し
、
上
記
引
用
文
中
の
「
本
件
違
法
な
採
用
取
消
処
分
に
関
わ
っ
た
者
の
故
意
、
重
過
失

は
な
い
」
と
の
判
断
は
正
し
く
な
い
。

Ｆ
元
原
告
が
提
起
し
た
「
平
成
２
１
年
（
行
ウ
）
第
３
号
教
員
採
用
決
定
取
消
処
分
取
消
請
求

事
件
」
及
び
「
平
成
２
３
年
（
行
ウ
）
第
５
号
国
家
賠
償
請
求
事
件
」
の
判
決
に
は
、
「
本
件
違

法
な
採
用
取
消
処
分
に
関
わ
っ
た
者
の
故
意
・
重
過
失
は
な
い
」
な
ど
と
は
判
示
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
り
、
県
教
委
独
自
の
判
断
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

判
決
の
２
１
ペ
ー
ジ
１
０
行
目
か
ら
１
６
行
目
に
「
こ
の
前
後
に
、
法
的
な
問
題
点
を
抽
出
し
、
詳
細

な
検
討
を
加
え
た
り
、
個
別
具
体
的
な
事
実
関
係
の
調
査
を
し
た
り
し
た
こ
と
は
う
か
が
え
な

い
。
よ
っ
て
、
県
教
委
は
、
事
実
関
係
及
び
法
律
の
解
釈
に
つ
い
て
、
慎
重
に
調
査
・
検
討
す
べ

き
義
務
が
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
怠
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

オ
そ
う
す
る
と
、
県
教
委
が
本
件
取
消
処
分
を
行
っ
た
こ
と
は
、
職
務
上
通
常
尽
く
す
べ
き

注
意
義
務
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
過
失
が
あ
り
、
本
件
取
消
処
分
を
行
っ
た
こ
と
自
体
、
国
家
賠
償

法
上
違
法
の
評
価
を
受
け
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
賠
法

第
１
条
第
１
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
求
償
権

に
つ
い
て
規
定
さ
れ
た
同
条
第
２
項
が
適
用
さ
れ
な
い
な
ど
と
判
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。す
な
わ
ち
、
求
償
権
不
行
使
の
判
断
は
、
県
教
委
の
独
自
の
判
断
で
あ
り
、
到
底
受
け
入
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

⑧
２
０
０
８
年
度
採
用
試
験
に
お
い
て
、
点
数
の
改
ざ
ん
を
指
示
し
、
実
際
に
改
ざ
ん
を
実
行
し
た
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
で
あ
っ
た
。
Ｄ
元
原
告
の
裁
判
の
結
果
、
県
教
委
は
こ
れ
ら
３
人

の
う
ち
、
故
人
で
あ
る
Ｂ
を
除
く
、
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
し
て
求
償
権
を
行
使
し
た
。

国
賠
法
第
１
条
第
２
項
「
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
公
務
員
に
故
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
つ

た
と
き
は
、
国
又
は
公
共
団
体
は
、
そ
の
公
務
員
に
対
し
て
求
償
権
を
有
す
る
。
」
が
適
用
さ
れ

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
自
主
退
職
又
は
採
用
を
取
り
消
さ
れ
た
２
１
人
の
点
数
は
、
Ａ
及
び
Ｃ
ら

に
よ
っ
て
改
ざ
ん
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
Ｆ
元
原
告
の
点
数
も
Ａ
ら
に
よ
っ
て
改
ざ
ん
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ｆ
元
原
告
の
裁
判
に
つ
い
て
も
、
Ｄ
元
原
告
の
裁
判
と
同
様
に
、
県
教
委
は
、

Ａ
及
び
Ｃ
に
求
償
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑨
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
勧
告
を
監
査
委
員
の
皆
様
に
は
、
是
非
と
も
出
し
て
欲
し
い
。

⑷
関
係
職
員
等
の
陳
述

関
係
職
員
等
の
陳
述
の
聴
取
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
際
に
法
第
２
４
２
条
第
８
項
の
規
定
に
よ
り

請
求
人
が
立
ち
会
う
こ
と
を
認
め
た
。

令
和
３
年
１
２
月
２
７
日
に
、
関
係
職
員
等
と
し
て
Ｇ
大
分
県
教
育
庁
教
育
次
長
が
、
お
お
む
ね
次
の

よ
う
な
内
容
の
陳
述
を
し
た
。

①
教
員
採
用
取
消
訴
訟
の
賠
償
金
等
に
係
る
求
償
に
つ
い
て
は
、
別
に
提
訴
さ
れ
た
「
求
償
権
住

民
訴
訟
」
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
求
償
権
行
使
に
関
す
る
司
法
の
判
断
を
待
っ
て
い
た

が
、
令
和
２
年
７
月
１
４
日
に
最
高
裁
判
決
が
な
さ
れ
、
訴
訟
が
終
結
し
た
。

こ
の
た
め
、
当
該
住
民
訴
訟
の
判
決
内
容
も
踏
ま
え
、
教
員
採
用
取
消
訴
訟
に
係
る
賠
償
金
等

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）
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に
対
す
る
求
償
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
８
月
２
８
日
開
催
の
大
分
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
協
議
を

行
っ
た
上
で
、
求
償
権
の
行
使
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

②
Ｄ
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
判
決
に
お
け
る
国
賠
法
上
の
違
法
事
由
が
、
「
違
法
な
採
用
処

分
」
、
平
成
１
９
年
当
時
の
Ａ
や
Ｂ
ら
に
よ
る
点
数
改
ざ
ん
行
為
に
基
づ
く
採
用
と
判
示
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
者
に
国
賠
法
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
「
公
務
員
の
故
意
又
は
重
大
な
過
失
」
が
あ

り
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
求
償
権
が
発
生
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
者
に
求
償
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
求
償
権
住
民
訴
訟
の
最
高
裁
判
決
に
よ
り
、
複
数
の
公
務
員
が
共
同
し
て
故
意
に
よ
っ

て
違
法
に
他
人
に
加
え
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
当
該
公
務
員
ら
が
連
帯
し
て
債
務
を
負
う
も
の
と

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
１
９
年
当
時
に
「
違
法
な
採
用
処
分
」
に
関
わ
っ
た
Ａ
及
び
Ｃ
（
な
お
、

Ｂ
は
既
に
死
亡
し
、
相
続
人
が
相
続
を
放
棄
）
の
両
名
に
対
し
、
連
帯
し
て
４
６
１
万
３
，１
５
０
円
、
損

害
賠
償
金
４
０
０
万
円
と
遅
延
損
害
金
６
１
万
３
，１
５
０
円
の
合
計
の
支
払
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

③
そ
の
結
果
、
令
和
３
年
２
月
１
５
日
に
Ｃ
か
ら
４
６
１
万
３
，１
５
０
円
全
額
が
納
付
さ
れ
た
。

④
請
求
人
は
、
「
Ｅ
に
は
、
民
法
上
の
共
同
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
が
あ
る
。
平
等

原
則
の
観
点
か
ら
も
、
Ｅ
に
対
し
て
も
支
払
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、

既
に
求
償
権
を
行
使
し
、
Ｃ
か
ら
全
額
が
納
付
さ
れ
て
い
る
。

⑤
Ｆ
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
判
決
に
お
け
る
国
賠
法
上
の
違
法
事
由
が
「
違
法
な
採
用
取
消
処

分
」
と
判
示
さ
れ
た
。

国
賠
法
は
、
国
又
は
公
共
団
体
が
そ
の
公
務
員
に
対
し
て
求
償
権
を
有
す
る
の
は
「
公
務
員
に

故
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
き
」
と
規
定
し
て
い
る
。

判
決
で
は
、
「
県
教
委
は
、
具
体
的
な
調
査
・
検
討
を
す
る
こ
と
な
く
本
件
取
消
処
分
を
し
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
職
務
上
通
常
尽
く
す
べ
き
注
意
義
務
を
尽
く
す
こ
と
な
く
漫
然
と
本
件
取
消

処
分
を
し
た
」
と
さ
れ
て
お
り
、
本
件
取
消
処
分
に
関
わ
っ
た
者
の
故
意
・
重
過
失
は
な
く
、
求

償
権
は
発
生
し
な
い
こ
と
か
ら
、
求
償
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

⑥
請
求
人
は
、
「
口
利
き
の
有
無
は
別
と
し
て
、
点
数
改
ざ
ん
の
指
示
及
び
そ
の
実
行
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
不
正
採
用
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
Ａ
及
び
Ｃ
の
関
与
は
否
定
で
き
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
同
人
ら
に
求
償
す
べ
き
。
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、
国
賠
法
に
係
る
判
示
で

は
、
損
害
賠
償
は
県
教
委
に
よ
る
「
調
査
・
検
討
義
務
違
反
を
し
た
本
件
取
消
処
分
に
よ
っ
て
」

生
じ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
「
本
件
採
用
処
分
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な

い
。

⑦
本
件
取
消
処
分
に
Ａ
及
び
Ｃ
は
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
同
人
ら
に
対
す
る
求
償
権
は
発

生
し
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

⑧
以
上
、
本
件
求
償
権
の
行
使
に
違
法
な
い
し
不
当
な
点
は
な
く
、
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
よ
う

な
事
実
は
な
く
、
本
件
請
求
は
、
棄
却
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

⑸
監
査
の
実
施
に
関
す
る
事
項

令
和
４
年
１
月
７
日
に
職
員
監
査
を
実
施
し
、
同
月
１
８
日
に
委
員
監
査
を
実
施
し
た
。

２
監
査
の
結
果

⑴
確
認
し
た
事
実

監
査
の
結
果
、
次
の
事
項
を
確
認
し
た
。

①
本
件
求
償
権
に
係
る
事
実
関
係
の
確
認

ア
求
償
権
の
存
否
及
び
内
容

ア
１
⑴
①
に
係
る
求
償
権
の
存
否
及
び
内
容
（
Ｄ
関
係
）

最
高
裁
判
所
平
成
２
９
年
（
行
ツ
）
第
２
９
７
号
及
び
同
年
（
行
ヒ
）
第
３
４
２
号
の
平
成
３
０
年
６

月
２
８
日
付
け
最
高
裁
決
定
に
よ
る
確
定
判
決
に
基
づ
き
、
同
年
８
月
１
０
日
に
県
か
ら
Ｄ
に
支

払
わ
れ
た
損
害
賠
償
金
４
０
０
万
円
に
係
る
支
出
で
あ
る
。

最
高
裁
判
所
平
成
３
１
年
（
行
ヒ
）
第
４
０
号
求
償
権
行
使
懈
怠
違
法
確
認
等
請
求
及
び
共
同

訴
訟
参
加
事
件
の
令
和
２
年
７
月
１
４
日
付
け
判
決
（
以
下
「
平
成
３
１
年
（
行
ヒ
）
第
４
０
号
求

償
権
行
使
懈
怠
違
法
確
認
等
請
求
上
告
事
件
最
高
裁
判
決
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
「
国
又

は
公
共
団
体
の
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
複
数
の
公
務
員
が
、
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い

て
、
共
同
し
て
故
意
に
よ
っ
て
違
法
に
他
人
に
加
え
た
損
害
に
つ
き
、
国
又
は
公
共
団
体
が

こ
れ
を
賠
償
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
務
員
ら
は
、
国
又
は
公
共
団
体
に
対
し
、
連

帯
し
て
国
家
賠
償
法
１
条
２
項
に
よ
る
求
償
債
務
を
負
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
上
記
の
場
合
に
は
、
当
該
公
務
員
ら
は
、
国
又
は
公
共
団
体
に
対
す
る
関
係
に
お

い
て
も
一
体
を
成
す
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
」
る
と
判
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
は
、
損
害

賠
償
金
４
０
０
万
円
に
関
し
、
既
に
死
亡
し
相
続
人
が
相
続
放
棄
し
て
い
る
Ｂ
を
除
く
、
Ａ
及

び
Ｃ
に
対
す
る
求
償
権
を
有
す
る
。

イ
１
⑴
②
に
係
る
求
償
権
の
存
否
及
び
内
容
（
Ｄ
関
係
）

大
分
地
方
裁
判
所
平
成
３
０
年
（
ワ
）
第
４
２
０
号
遅
延
利
息
請
求
事
件
の
令
和
元
年
６
月
２
８

日
付
け
判
決
が
同
年
７
月
１
３
日
に
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
判
決
に
基
づ
き
、
同
月
１
７

日
に
、
県
か
ら
Ｄ
に
支
払
わ
れ
た
損
害
賠
償
金
４
０
０
万
円
に
係
る
遅
延
損
害
金
６
１
万
３
，１
５
０
円

に
係
る
支
出
で
あ
る
。

本
件
支
出
に
関
し
て
も
、
平
成
３
１
年
（
行
ヒ
）
第
４
０
号
求
償
権
行
使
懈
怠
違
法
確
認
等
請

求
上
告
事
件
最
高
裁
判
決
に
よ
り
、
県
は
、
既
に
死
亡
し
相
続
人
が
相
続
放
棄
し
て
い
る
Ｂ

を
除
く
、
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
す
る
求
償
権
を
有
す
る
。

ウ
１
⑴
③
に
係
る
求
償
権
の
存
否
及
び
内
容
（
Ｆ
関
係
）

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）

令
和
四
年
二
月
八
日

五



最
高
裁
判
所
平
成
２
８
年
（
行
ツ
）
第
４
１
３
号
及
び
（
行
ヒ
）
第
４
９
２
号
の
平
成
３
０
年
６
月
２
８

日
付
け
最
高
裁
決
定
に
よ
る
確
定
判
決
に
基
づ
き
、
同
年
８
月
３
１
日
に
、
県
か
ら
Ｆ
に
支
払

わ
れ
た
臨
時
講
師
等
と
し
て
の
給
与
と
正
規
職
員
と
し
て
の
給
与
と
の
差
額
に
係
る
遅
延
損

害
金
３
４
６
万
２
，５
４
３
円
に
係
る
支
出
で
あ
る
。

判
決
の
中
で
は
、
県
が
違
法
な
採
用
処
分
又
は
採
用
取
消
処
分
を
行
っ
た
者
へ
の
求
償
権

を
有
す
る
と
い
う
具
体
的
な
判
示
は
な
か
っ
た
。

エ
１
⑴
④
に
係
る
求
償
権
の
存
否
及
び
内
容
（
Ｆ
関
係
）

最
高
裁
判
所
平
成
２
８
年
（
行
ツ
）
第
４
１
３
号
及
び
（
行
ヒ
）
第
４
９
２
号
の
平
成
３
０
年
６
月
２
８

日
付
け
最
高
裁
決
定
に
よ
る
確
定
判
決
に
基
づ
き
、
同
年
８
月
１
０
日
に
、
県
か
ら
Ｆ
に
支
払

わ
れ
た
損
害
賠
償
金
３
３
万
円
及
び
そ
の
遅
延
損
害
金
１
６
万
３
，７
３
４
円
の
計
４
９
万
３
，７
３
４
円
に
係

る
支
出
で
あ
る
。

判
決
の
中
で
は
、
県
が
違
法
な
採
用
処
分
又
は
採
用
取
消
処
分
を
行
っ
た
者
へ
の
求
償
権

を
有
す
る
と
い
う
具
体
的
な
判
示
は
な
か
っ
た
。

②
本
件
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
の
有
無

ア
求
償
権
行
使
の
状
況

ア
１
⑴
①
及
び
１
⑴
②
に
係
る
求
償
権
行
使
の
状
況
（
Ｄ
関
係
）

求
償
権
に
関
す
る
事
務
は
、
財
産
の
管
理
に
関
す
る
事
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
知
事
の
権

限
に
係
る
事
務
で
あ
る
。
法
１
８
０
条
の
２
及
び
委
員
会
等
の
収
入
及
び
支
出
に
関
す
る
事
務

等
の
決
裁
規
程
（
昭
和
４
３
年
大
分
県
訓
令
甲
第
１
２
号
）
第
２
条
に
基
づ
き
、
大
分
県
教
育
委

員
会
教
育
長
（
以
下
「
県
教
育
長
」
と
い
う
。
）
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
本
件
支
出

に
係
る
求
償
に
つ
い
て
は
、
教
員
採
用
選
考
不
正
採
用
事
件
と
い
う
教
育
委
員
会
の
権
限
に

属
す
る
事
務
に
係
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
教
育
長
は
、
令
和
２
年
８
月
２
８
日
に
開
催

し
た
令
和
２
年
度
第
１
０
回
大
分
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
委
員
に
協
議
し
た
上
で
、

求
償
対
象
者
及
び
求
償
額
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
決
定
し
た
。

平
成
１
９
年
度
当
時
に
「
違
法
な
採
用
処
分
」
に
関
わ
っ
た
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
し
、
連
帯
し
て

４
６
１
万
３
，１
５
０
円
の
支
払
を
求
め
る
。

そ
の
後
Ａ
及
び
Ｃ
と
交
渉
を
行
い
、
大
分
県
教
育
庁
教
育
人
事
課
長
は
、
令
和
３
年
２
月

１
５
日
に
Ｃ
宛
て
に
同
年
３
月
２
日
を
納
入
期
限
と
す
る
納
入
通
知
書
を
発
行
し
た
。

イ
１
⑴
③
及
び
１
⑴
④
に
係
る
求
償
権
行
使
の
状
況
（
Ｆ
関
係
）

教
員
採
用
選
考
不
正
採
用
事
件
と
い
う
県
教
委
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
係
る
内
容
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ア
と
同
様
に
令
和
２
年
８
月
２
８
日
に
開
催
し
た
大
分
県
教
育
委
員
会
に
お
い

て
求
償
権
の
行
使
に
つ
い
て
協
議
し
た
上
で
、
同
日
付
け
で
県
の
求
償
権
行
使
に
つ
い
て
、

以
下
の
と
お
り
県
教
育
長
が
決
定
し
た
。

本
件
違
法
な
採
用
取
消
処
分
に
関
わ
っ
た
者
の
故
意
・
重
過
失
は
な
い
た
め
、
求
償
し
な

い
。な
お
、
Ａ
及
び
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
違
法
な
採
用
取
消
処
分
の
決
裁
に
は
関
わ
っ
て
い
な
か

っ
た
。

イ
入
金
状
況
な
ど

１
⑴
①
及
び
１
⑴
②
に
係
る
求
償
権
行
使
に
係
る
入
金
の
状
況
（
Ｄ
関
係
）
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
２
月
１
５
日
に
Ｃ
か
ら
全
額
の
納
付
を
受
け
、
県
は
損
害
を
回
復
済
み
で
あ
っ
た
。

⑵
請
求
の
要
旨
に
関
す
る
監
査
対
象
機
関
の
説
明

①
大
分
県
教
育
委
員
会
の
教
員
不
正
採
用
事
件
に
つ
い
て

ア
事
実
関
係
に
つ
い
て
（
Ｄ
関
係
）

Ｄ
関
係
の
事
案
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
が
提
起
し
た
訴
訟
（
以
下
「
本
件
訴
訟
（
Ｄ
関

係
）
」
と
い
う
。
）
に
係
る
平
成
２
８
年
１
月
１
４
日
大
分
地
方
裁
判
所
判
決
及
び
平
成
２
９
年
６
月

５
日
福
岡
高
等
裁
判
所
判
決
が
認
定
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

た
だ
し
、
Ｅ
は
、
口
利
き
の
事
実
を
否
定
し
て
い
る
。

イ
事
実
関
係
に
つ
い
て
（
Ｆ
関
係
）

Ｆ
関
係
の
事
案
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
が
提
起
し
た
訴
訟
（
以
下
「
本
件
訴
訟
（
Ｆ
関

係
）
」
と
い
う
。
）
に
係
る
平
成
２
７
年
２
月
２
３
日
大
分
地
方
裁
判
所
判
決
及
び
平
成
２
８
年
９
月

５
日
福
岡
高
等
裁
判
所
判
決
が
認
定
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

ウ
損
害
賠
償
等
の
支
払
に
つ
い
て
（
Ｄ
関
係
）

ア
県
は
、
平
成
３
０
年
６
月
２
８
日
最
高
裁
判
所
決
定
（
Ｄ
関
係
）
に
よ
る
本
件
訴
訟
（
Ｄ
関

係
）
の
確
定
判
決
に
基
づ
き
、
同
年
８
月
１
０
日
に
、
Ｄ
に
対
し
、
同
判
決
が
支
払
を
命
じ
た

損
害
賠
償
金
４
０
０
万
円
を
支
払
っ
た
。

イ
Ｄ
は
、
前
記
ア
の
損
害
賠
償
金
４
０
０
万
円
に
係
る
遅
延
損
害
金
を
請
求
し
て
い
な
か
っ
た

と
し
て
、
平
成
３
０
年
１
０
月
１
１
日
に
、
本
件
訴
訟
（
Ｄ
関
係
）
の
損
害
賠
償
金
４
０
０
万
円
に
係

る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る
訴
訟
を
提
訴
し
た
。

県
は
、
同
訴
訟
の
令
和
元
年
６
月
２
８
日
大
分
地
方
裁
判
所
判
決
（
同
年
７
月
１
３
日
確
定
）

に
基
づ
き
、
同
月
１
７
日
に
、
Ｄ
に
対
し
、
同
判
決
が
支
払
を
命
じ
た
本
件
訴
訟
（
Ｄ
関
係
）

損
害
賠
償
金
４
０
０
万
円
に
係
る
遅
延
損
害
金
６
１
万
３
，１
５
０
円
を
支
払
っ
た
。

エ
損
害
賠
償
等
の
支
払
に
つ
い
て
（
Ｆ
関
係
）

ア
県
は
、
平
成
３
０
年
６
月
２
８
日
の
最
高
裁
判
所
決
定
（
Ｆ
関
係
）
に
よ
る
本
件
訴
訟
（
Ｆ
関

係
）
の
確
定
判
決
に
基
づ
き
、
同
年
８
月
１
０
日
に
、
Ｆ
に
対
し
、
同
判
決
が
支
払
を
命
じ
た

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）

令
和
四
年
二
月
八
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損
害
賠
償
金
３
３
万
円
及
び
そ
の
遅
延
損
害
金
の
計
４
９
万
３
，７
３
４
円
を
支
払
っ
た
。

イ
と
こ
ろ
で
、
本
件
訴
訟
（
Ｆ
関
係
）
の
判
決
で
は
、
県
が
Ｆ
の
正
規
教
員
と
し
て
の
採
用

決
定
を
取
り
消
し
た
こ
と
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
、
採
用
取
消
決
定
を
取
り
消
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
Ｆ
は
、
取
消
処
分
前
の
身
分
を
遡
及
し
て
回
復
し
た
の
で
、
県
に
は
、
遡
及

的
に
、
取
消
前
の
正
規
教
員
と
し
て
の
給
与
の
支
払
義
務
が
生
じ
た
。
あ
わ
せ
て
、
正
規
職

員
と
し
て
の
給
与
の
支
給
期
日
以
降
の
遅
延
損
害
金
に
つ
い
て
も
支
払
義
務
を
生
じ
た
。

な
お
、
Ｆ
は
、
平
成
２
０
年
９
月
９
日
以
降
、
臨
時
講
師
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
県

は
、
Ｆ
に
対
し
、
臨
時
講
師
と
し
て
の
給
与
を
支
払
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
県
は
、
平
成
３
０
年
８
月
３
１
日
に
、
Ｆ
に
対
し
、
平
成
２
０
年
９
月
以
降
平
成
３
０
年

７
月
ま
で
の
間
に
お
け
る
臨
時
講
師
等
と
し
て
現
に
支
払
っ
た
給
与
と
正
規
職
員
と
し
て
支

払
う
べ
き
給
与
と
の
差
額
と
、
そ
の
遅
延
損
害
金
３
４
６
万
２
，５
４
３
円
を
支
払
っ
た
。

②
教
員
採
用
取
消
処
分
取
消
等
請
求
事
件
に
つ
い
て

ア
本
件
訴
訟
（
Ｄ
関
係
）
に
つ
い
て

ア
本
件
訴
訟
（
Ｄ
関
係
）
の
判
示
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ａ
本
件
採
用
処
分
（
平
成
２
９
年
６
月
５
日
福
岡
高
裁
判
決
、
「
第
３
当
裁
判
所
の
判

断
」
「
２
本
件
取
消
処
分
の
違
法
性
の
有
無
に
つ
い
て
」
「
⑵
本
件
採
用
処
分
の
瑕

疵
の
有
無
（
争
点
⑴
）
に
つ
い
て
」
「
イ
本
件
へ
の
当
て
は
め
」
）

「
本
件
採
用
処
分
は
、
大
幅
に
改
ざ
ん
さ
れ
た
上
記
点
数
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
か
つ
、
改
ざ
ん
が
な
け
れ
ば
、
改
ざ
ん
前
の
点
数
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
順
位
が

合
格
水
準
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
一
審
原
告
に
つ
い
て
本
件
採
用
処
分
が
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
採
用
処
分
は
事
実
の
基
礎
を
欠
く
違
法
な
も
の
で
あ

り
、
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

ｂ
国
家
賠
償
請
求
の
可
否
及
び
内
容

⒜
平
成
２
９
年
６
月
５
日
福
岡
高
裁
判
決
（
「
第
３
当
裁
判
所
の
判
断
」
「
３
国
家

賠
償
請
求
の
可
否
及
び
内
容
」
⑴
）

「
本
件
取
消
処
分
は
適
法
で
あ
る
が
、
本
件
採
用
処
分
に
つ
い
て
は
、
公
務
員
の
故

意
又
は
過
失
に
よ
る
地
公
法
１
５
条
に
反
す
る
違
法
な
行
政
処
分
と
い
え
る
か
ら
、
一
審

原
告
が
、
一
審
被
告
に
対
し
て
、
国
家
賠
償
法
１
条
１
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
が

で
き
る
こ
と
、
一
審
原
告
の
慰
謝
料
は
３
５
０
万
円
、
弁
護
士
費
用
と
し
て
５
０
万
円
が
相

当
で
あ
る
こ
と
は
、
原
判
決
の
「
事
実
及
び
理
由
」
の
第
３
の
５
に
記
載
の
と
お
り
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
引
用
す
る
。
」

（
注
）
「
第
３
の
５
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
４
の
５
」
の
誤
り
で
あ
る
（
地
裁
判
決
で

は
、
第
３
は
「
争
点
に
対
す
る
当
事
者
の
主
張
」
で
あ
り
、
第
３
の
５
は
な
い
。
第
４

の
５
は
、
下
記
⒝
の
と
お
り
。
）
。

⒝
平
成
２
８
年
１
月
１
４
日
大
分
地
裁
判
決
（
「
第
４
当
裁
判
所
の
判
断
」
「
５
争
点

⑶
（
国
家
賠
償
請
求
の
可
否
及
び
内
容
）
に
つ
い
て
」
⑴
）

「
上
記
判
示
に
よ
れ
ば
、
本
件
取
消
処
分
が
違
法
で
あ
る
と
は
認
め
難
い
が
、
取
り

消
さ
れ
た
本
件
採
用
処
分
は
、
Ａ
や
Ｂ
ら
に
よ
る
改
ざ
ん
行
為
に
基
づ
い
て
お
り
、
公

務
員
の
故
意
又
は
少
な
く
と
も
過
失
に
よ
る
、
地
公
法
１
５
条
に
反
す
る
行
政
処
分
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
原
告
は
、
本
件
採
用
処
分
の
違
法
に
よ
る
国
家
賠
償
請
求

も
主
張
し
て
い
る
（
原
告
の
第
１
３
準
備
書
面
の
第
３
）
。
）
」

イ
前
記
ア
の
と
お
り
、
本
件
訴
訟
（
Ｄ
関
係
）
で
は
、
Ｄ
を
採
用
し
た
こ
と
が
違
法
で
あ
る

と
認
定
さ
れ
た
。
違
法
な
採
用
は
、
Ａ
、
Ｂ
及
び
Ｃ
に
よ
る
点
数
改
ざ
ん
に
よ
っ
て
な
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
者
に
は
、
国
賠
法
１
条
１
項
に
規
定
す
る
「
公
務
員
に
故
意
又
は
過
失

が
あ
つ
た
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。

ウ
そ
こ
で
県
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
国
賠
法
１
条
２
項
に
規
定
す
る
「
公
務
員
に
故
意
又
は
重

大
な
過
失
が
あ
つ
た
」
の
で
あ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
求
償
権
が
発
生
す
る
の
で
、
こ
れ

ら
の
者
に
対
し
て
、
連
帯
し
て
、
本
件
訴
訟
（
Ｄ
関
係
）
の
損
害
賠
償
金
及
び
そ
の
遅
延
損

害
金
の
計
４
６
１
万
３
，１
５
０
円
を
求
償
す
る
こ
と
と
し
た
（
本
件
事
実
証
明
書
資
料
６
）
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
、
Ｂ
は
、
既
に
死
亡
し
て
お
り
、
相
続
人
が
相
続
放
棄
し
て
い
る

の
で
、
求
償
し
得
な
い
。

エ
そ
の
結
果
、
令
和
３
年
２
月
１
５
日
に
、
Ｃ
が
、
上
記
求
償
額
の
計
４
６
１
万
３
，１
５
０
円
を
県
に

納
付
し
た
。

オ
以
上
の
と
お
り
、
本
件
住
民
監
査
請
求
の
請
求
人
（
以
下
「
請
求
人
」
と
い
う
。
）
が
行

使
を
求
め
る
本
件
訴
訟
（
Ｄ
関
係
）
の
損
害
賠
償
金
及
び
そ
の
遅
延
損
害
金
に
係
る
求
償
権

の
計
４
６
１
万
３
，１
５
０
円
に
つ
い
て
は
、
県
は
既
に
求
償
権
を
行
使
し
て
お
り
、
納
付
済
み
で
あ

る
。県
は
損
害
を
回
復
済
み
で
あ
り
、
請
求
人
主
張
の
求
償
権
を
有
し
な
い
。

イ
本
件
訴
訟
（
Ｆ
関
係
）
に
つ
い
て

ア
本
件
訴
訟
（
Ｆ
関
係
）
の
判
示
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
平
成
２
８
年
９
月
５
日
福
岡
高

裁
判
決
）
。

ａ
本
件
採
用
決
定
及
び
本
件
取
消
処
分
に
係
る
判
示

⒜
本
件
採
用
決
定
（
「
第
３
当
裁
判
所
の
判
断
」
「
２
本
件
取
消
処
分
の
違
法
性

の
有
無
に
つ
い
て
」
「
⑶
小
括
」
）

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
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「
本
件
採
用
決
定
は
、
平
成
２
０
年
度
試
験
に
お
け
る
被
控
訴
人
の
本
来
の
得
点
及
び

こ
れ
に
基
づ
く
順
位
が
平
成
２
０
年
度
試
験
の
合
格
水
準
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

点
に
お
い
て
、
客
観
的
・
事
後
的
に
み
れ
ば
、
地
方
公
務
員
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例

法
の
要
請
す
る
成
績
主
義
又
は
能
力
実
証
主
義
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
、
行
政
処
分
の
適
法
性
及
び
合
目
的
性
を
回
復
す
る
観
点
か
ら
本
件
採

用
決
定
を
取
り
消
す
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
」

⒝
本
件
取
消
処
分
（
上
記
⒜
の
続
き
）

「
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、
本
件
採
用
決
定
が
被
控
訴
人
の
同
意
を
要
す
る
授
益
的

行
政
処
分
で
あ
っ
て
、
被
控
訴
人
は
そ
の
存
続
及
び
適
法
性
に
つ
い
て
信
頼
を
寄
せ
て
い

た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
被
控
訴
人
は
、
平
成
２
０
年
度
試
験
の
加
点
操
作
に

つ
い
て
何
ら
関
与
し
て
お
ら
ず
、
被
控
訴
人
の
上
記
信
頼
は
法
的
に
み
て
保
護
に
値
す
る

も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
よ
う
な
本
件
採
用
決
定
に
対
す
る
被
控
訴
人
の
信
頼
を

保
護
す
る
た
め
本
件
採
用
決
定
の
取
消
し
を
制
限
す
る
必
要
性
も
生
じ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
る
。
以
上
の
ほ
か
、
前
記
⑵
説
示
の
事
情
を
総
合
考
慮
す
る
と
、
本
件
取
消
処
分

に
よ
っ
て
生
ず
る
不
利
益
と
、
取
消
し
を
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
本
件
採
用
決
定
に
基
づ

き
既
に
生
じ
た
効
果
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
と
の
不
利
益
と
を
比
較
考
量
す
る
も
、

本
件
採
用
決
定
を
維
持
す
る
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
照
ら
し
て
著
し
く
不
当
で
あ
る
と
は

認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
県
教
委
の
し
た
本
件
取
消
処
分
は
違
法
で
あ
る
。
」

ｂ
損
害
賠
償
に
係
る
判
示

⒜
本
件
取
消
処
分
に
係
る
国
賠
法
１
条
１
項
の
賠
償
義
務
の
有
無
（
「
第
３
当
裁
判

所
の
判
断
」
「
３
争
点
⑶
（
本
件
取
消
処
分
等
の
国
家
賠
償
法
１
条
１
項
の
要
件
該

当
性
）
に
つ
い
て
」
「
⑴
本
件
取
消
処
分
の
国
家
賠
償
法
１
条
１
項
の
要
件
該
当
性

に
つ
い
て
」
「
イ
本
件
へ
あ
て
は
め
」
エ
）

「
県
教
委
は
、
地
方
公
務
員
法
１
５
条
に
違
反
し
た
採
用
に
つ
き
、
個
別
具
体
的
な
事
情

を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
考
え
の
も
と
（
…
）
、
…
、
平
成

２
０
年
度
試
験
に
お
け
る
被
控
訴
人
の
得
点
に
加
点
が
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
被
控
訴
人
側
の

関
与
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
な
ど
の
具
体
的
事
情
を
調
査
・
検
討
す
る
こ
と
な
く
本
件
取
消

処
分
を
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
職
務
上
通
常
尽
く
す
べ
き
上
記
の
注
意
義
務
を
尽
く
す

こ
と
な
く
漫
然
と
本
件
取
消
処
分
を
し
た
も
の
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
１
条
１
項
に
い
う

違
法
の
評
価
を
受
け
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

「
行
政
処
分
の
職
権
に
よ
る
取
消
し
の
可
否
に
関
し
て
、
本
件
取
消
処
分
当
時
、
当
該

行
政
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
に
よ
る
利
益
と
不
利
益
と
を
具
体
的
に
比
較
考
量
す
る
こ
と

な
く
、
行
政
処
分
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
無
条
件
で
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
と
の
見
解
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
地
方
公
務
員
法
１
５
条
に
違
反
す
る
採
用

行
為
の
取
消
し
の
可
否
に
関
し
て
も
、
個
別
具
体
的
な
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
地
方

公
務
員
法
１
５
条
に
違
反
す
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

明
言
し
た
見
解
は
見
当
た
ら
な
い
か
ら
、
県
教
委
が
本
件
取
消
処
分
を
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
国
家
賠
償
法
１
条
１
項
に
い
う
過
失
も
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
取
消
処
分
は
国
家
賠
償
法
１
条
１
項
の
要
件
に
該
当
す
る
か

ら
、
控
訴
人
は
、
本
件
取
消
処
分
に
よ
っ
て
被
控
訴
人
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任

を
負
う
。
」

⒝
損
害
額
（
「
第
３
当
裁
判
所
の
判
断
」
「
４
争
点
⑷
（
損
害
額
）
に
つ
い

て
」
）

ｉ
慰
謝
料

「
被
控
訴
人
は
、
本
件
採
用
決
定
に
よ
り
大
分
県
大
分
市
公
立
学
校
教
員
に
任
命

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
採
用
決
定
に
際
し
て
行
わ
れ
た
平
成
２
０
年
度
試
験

の
加
点
操
作
に
つ
い
て
は
関
与
し
て
お
ら
ず
、
本
件
採
用
決
定
の
存
続
及
び
適
法
性

に
つ
い
て
法
的
保
護
に
値
す
る
信
頼
を
有
し
て
い
た
も
の
と
い
え
る
と
こ
ろ
、
本
件

取
消
処
分
に
よ
り
、
教
員
と
し
て
の
地
位
を
失
い
臨
時
講
師
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
改
め
て
教
員
採
用
試
験
の
受
験
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、
違
法
な

本
件
取
消
処
分
に
よ
っ
て
被
控
訴
人
が
被
っ
た
社
会
的
・
経
済
的
不
利
益
及
び
こ
れ

に
伴
う
精
神
的
苦
痛
は
相
当
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
他
方
、
平
成
２
０
年
度
試

験
に
お
け
る
被
控
訴
人
の
本
来
の
得
点
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
順
位
は
平
成
２
０
年
度
試

験
の
合
格
水
準
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
採
用
決
定
は
、
客
観

的
・
事
後
的
に
み
れ
ば
、
地
方
公
務
員
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
要
請
す
る
成

績
主
義
又
は
能
力
実
証
主
義
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
以
上
の

ほ
か
本
件
で
顕
れ
た
一
切
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
被
控
訴
人
が
本
件
取
消
処
分
に

よ
っ
て
被
っ
た
精
神
的
苦
痛
に
対
す
る
慰
謝
料
の
額
は
３
０
万
円
が
相
当
と
認
め

る
。
」

ⅱ
弁
護
士
費
用
相
当
額

「
被
控
訴
人
が
そ
の
権
利
実
現
の
た
め
訴
訟
の
提
起
及
び
追
行
を
弁
護
士
に
委
任

し
た
こ
と
は
、
当
裁
判
所
に
顕
著
な
事
実
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
事
案
の
内
容
、
審

理
経
過
、
立
証
活
動
の
難
易
、
認
容
額
そ
の
他
弁
論
に
表
れ
た
諸
般
の
事
情
を
考
慮
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す
る
と
、
被
控
訴
人
が
本
件
訴
訟
の
追
行
に
要
し
た
弁
護
士
費
用
の
う
ち
本
件
事
故

と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
は
、
３
万
円
が
相
当
と
認
め
る
。
」

ⅲ
以
上
合
計

３
３
万
円

イ
前
記
ア
の
と
お
り
、
本
件
訴
訟
（
Ｆ
関
係
）
で
は
、
Ｆ
の
採
用
を
取
り
消
し
た
こ
と
が
違

法
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
。
違
法
な
採
用
取
消
し
は
、
県
教
委
が
、
点
数
改
ざ
ん
に
つ
い

て
、
Ｆ
側
が
関
与
し
た
か
ど
う
か
の
具
体
的
調
査
・
検
討
を
尽
く
す
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
お

り
、
県
教
委
に
は
国
賠
法
１
条
１
項
に
い
う
過
失
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

ウ
本
件
訴
訟
（
Ｆ
関
係
）
で
は
、
慰
謝
料
と
し
て
３
０
万
円
及
び
弁
護
士
費
用
と
し
て
３
万
円

の
支
払
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
違
法
な
採
用
取
消
し
を
理
由
と
し
て
支
払
を
命
じ

て
い
る
。

エ
以
上
を
踏
ま
え
て
、
Ｆ
に
支
払
わ
れ
た
本
件
訴
訟
（
Ｆ
関
係
）
の
損
害
賠
償
金
及
び
そ
の

遅
延
損
害
金
の
求
償
権
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
前
記
の
と
お
り
損
害
賠
償
金
及
び

遅
延
損
害
金
は
、
具
体
的
事
情
を
調
査
・
検
討
す
る
こ
と
な
く
行
っ
た
「
違
法
な
本
件
取
消

処
分
に
よ
っ
て
」
生
じ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

請
求
人
は
、
少
な
く
と
も
Ａ
及
び
Ｃ
の
２
名
の
関
与
は
否
定
で
き
な
い
か
ら
同
人
ら
に
求

償
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
が
、
県
が
支
払
っ
た
の
は
違
法
な
採
用
取
消
し
に
よ
る
損
害
で

あ
り
、
点
数
改
ざ
ん
に
よ
る
損
害
で
は
な
い
。

損
害
の
発
生
原
因
が
異
な
る
の
で
あ
り
、
県
は
、
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
す
る
求
償
権
を
有
し
て

い
な
い
。

オ
念
の
た
め
指
摘
す
る
と
、
県
教
委
は
、
平
成
２
０
年
当
時
に
お
い
て
可
能
な
範
囲
で
の
調
査

検
討
を
行
っ
て
Ｆ
の
採
用
を
取
り
消
し
た
の
で
あ
り
、
採
用
取
消
し
に
関
与
し
た
当
時
の
県

教
委
の
職
員
に
、
国
賠
法
１
条
２
項
に
規
定
す
る
故
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。
本
件
訴
訟
（
Ｆ
関
係
）
で
も
、
本
件
取
消
処
分
を
行
う
に
つ
い
て
、
故
意
又

は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
は
判
断
さ
れ
て
い
な
い
。

カ
ま
た
、
県
が
Ｆ
に
支
払
っ
た
金
員
の
う
ち
、
給
与
及
び
そ
の
遅
延
損
害
金
に
つ
い
て
は
、

Ｆ
に
よ
る
教
員
と
し
て
の
労
働
の
対
価
で
あ
る
。
本
来
、
県
が
支
払
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
、
第
三
者
に
求
償
で
き
る
性
質
の
も
の
で
も
な
い
。

キ
と
こ
ろ
で
、
請
求
人
は
、
原
告
・
被
告
双
方
と
も
、
同
事
件
に
係
る
口
利
き
等
の
不
正
に

つ
い
て
は
、
全
く
主
張
・
立
証
を
せ
ず
、
結
果
と
し
て
、
本
件
取
消
処
分
は
違
法
で
あ
る
と

判
示
さ
れ
た
な
ど
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
前
記
の
と
お
り
口
利
き
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
，
「
違
法
な

取
消
処
分
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

③
請
求
の
趣
旨
③
に
つ
い
て

ア
ア
に
つ
い
て

既
に
求
償
権
を
行
使
し
て
お
り
、
納
付
済
み
で
あ
っ
て
、
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
は
な

い
。

イ
イ
に
つ
い
て

上
記
ア
の
と
お
り
。

ウ
ウ
に
つ
い
て

県
が
支
払
っ
た
の
は
違
法
な
採
用
取
消
し
に
よ
る
損
害
で
あ
り
、
点
数
改
ざ
ん
に
よ
る
損
害

で
は
な
い
。

県
は
、
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
し
、
違
法
な
採
用
取
消
し
に
係
る
損
害
に
つ
い
て
、
求
償
権
を
有
し

て
い
な
い
。

ま
た
、
口
利
き
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
，
「
違
法
な
取
消
処
分
に
よ
っ
て
生
じ
た
も

の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

本
件
訴
訟
（
Ｆ
関
係
）
に
関
し
て
は
、
求
償
権
は
発
生
し
得
な
い
の
で
、
当
該
求
償
権
の
行

使
を
怠
る
事
実
は
な
い
。

エ
エ
に
つ
い
て

上
記
ウ
の
と
お
り
。

⑶
判
断

以
上
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
確
認
、
監
査
対
象
機
関
の
説
明
及
び
関
係
資
料
の
調
査
等
に
基
づ

き
、
本
件
請
求
に
つ
い
て
、
合
議
に
よ
り
次
の
よ
う
に
判
断
す
る
。

①
Ｅ
に
対
す
る
求
償
権
に
つ
い
て

本
件
に
お
い
て
請
求
人
は
、
県
が
Ｅ
に
対
し
て
４
６
１
万
３
，１
５
０
円
の
求
償
権
を
有
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
当
該
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
の
違
法
か
つ
不
当
が
存
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
と

と
も
に
是
正
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
県
が
支
出
し
た
４
６
１
万
３
，１
５
０
円
は
国
家
賠
償
請
求
を
認
容
す
る
確
定
判
決
に
基
づ

い
て
県
か
ら
Ｄ
に
支
払
わ
れ
た
損
害
賠
償
金
４
０
０
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
６
１
万

３
，１
５
０
円
で
あ
る
と
こ
ろ
、
同
判
決
は
、
Ｄ
に
対
す
る
採
用
処
分
が
公
務
員
の
故
意
又
は
過
失
に

よ
る
地
方
公
務
員
法
１
５
条
に
反
す
る
違
法
な
行
政
処
分
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
も
の
で
あ

る
。国
賠
法
１
条
２
項
は
、
国
又
は
公
共
団
体
が
同
条
１
項
に
よ
り
賠
償
し
た
場
合
に
お
い
て
、
公

務
員
に
故
意
又
は
重
過
失
が
あ
っ
た
と
き
は
そ
の
公
務
員
に
対
し
て
求
償
権
を
有
す
る
と
規
定
す

る
と
こ
ろ
、
平
成
３
１
年
（
行
ヒ
）
第
４
０
号
求
償
権
行
使
懈
怠
違
法
確
認
等
請
求
上
告
事
件
最
高
裁
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判
決
は
、
国
又
は
公
共
団
体
の
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
複
数
の
公
務
員
が
、
そ
の
職
務
を
行
う

に
つ
い
て
、
共
同
し
て
故
意
に
よ
っ
て
違
法
に
他
人
に
加
え
た
損
害
に
つ
き
、
国
又
は
公
共
団
体

が
こ
れ
を
賠
償
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
務
員
ら
は
、
国
又
は
公
共
団
体
に
対
し
、
連
帯

し
て
国
賠
法
１
条
２
項
に
よ
る
求
償
債
務
を
負
う
も
の
と
解
す
べ
き
と
判
示
し
た
。

そ
の
た
め
、
県
は
、
違
法
な
採
用
処
分
に
関
わ
っ
た
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
し
、
連
帯
し
て
４
６
１
万

３
，１
５
０
円
の
支
払
を
求
め
、
令
和
３
年
２
月
１
５
日
に
Ｃ
か
ら
そ
の
全
額
の
納
付
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ｄ
に
対
す
る
違
法
な
採
用
処
分
に
よ
る
国
家
賠
償
に
つ
い
て
、
県
は
こ
れ
に
関

わ
っ
た
公
務
員
か
ら
そ
の
全
額
の
支
払
を
受
け
て
お
り
、
さ
ら
に
求
償
権
を
有
す
る
こ
と
は
な

い
。よ
っ
て
、
県
は
Ｅ
に
対
し
て
４
６
１
万
３
，１
５
０
円
の
求
償
権
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
請
求
人

の
前
記
請
求
は
理
由
が
な
い
。

②
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
す
る
求
償
権
に
つ
い
て

本
件
に
お
い
て
請
求
人
は
、
県
が
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
し
て
３
９
５
万
６
，２
７
７
円
の
求
償
権
を
有
す
る
こ

と
を
前
提
に
、
当
該
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
の
違
法
か
つ
不
当
が
存
す
る
こ
と
の
確
認
を
求

め
る
と
と
も
に
是
正
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
県
が
支
出
し
た
３
９
５
万
６
，２
７
７
円
は
Ｆ
に
対
す
る
教
員
採
用
決
定
取
消
処
分
の
取
消

し
を
認
容
す
る
確
定
判
決
に
基
づ
い
て
、
県
か
ら
Ｆ
に
支
払
わ
れ
た
臨
時
講
師
等
と
し
て
の
給
与

と
正
規
職
員
と
し
て
の
給
与
の
差
額
に
係
る
遅
延
損
害
金
等
で
あ
り
、
同
判
決
は
、
Ｆ
に
対
す
る

採
用
取
消
処
分
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
採
用
取
消
処
分
の
取
消
請
求
及
び
国
家
賠
償
請
求

を
認
容
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ａ
及
び
Ｃ
は
い
ず
れ
も
Ｆ
に
対
す
る
採
用
取
消
処
分
に
関
与
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
Ａ
及
び

Ｃ
に
対
し
て
違
法
な
採
用
取
消
処
分
に
関
す
る
国
賠
法
１
条
２
項
に
よ
る
求
償
権
を
有
す
る
と
は

い
え
な
い
。

な
お
、
請
求
人
は
「
不
正
な
口
利
き
に
関
与
し
た
者
」
に
対
す
る
求
償
も
求
め
て
い
る
が
、
求

償
権
の
対
象
が
誰
で
あ
る
か
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
い
ず
れ
に
し
て
も
Ｆ
に
対
す
る
採
用

取
消
処
分
へ
の
関
与
は
認
め
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
県
は
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
し
て
３
９
５
万
６
，２
７
７
円
の
求
償
権
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

請
求
人
の
前
記
請
求
は
理
由
が
な
い
。

③
結
論

以
上
の
と
お
り
、
県
が
違
法
又
は
不
当
に
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
は
存
在
し
な
い
と
認
め

ら
れ
る
か
ら
、
本
件
請
求
は
理
由
が
な
い
と
判
断
す
る
。
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